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ザに注意しましょう！！ 
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YOKOHAMA CARE MANAGERS

2０2６年 ３月 1 日発行 

横浜市介護支援専門員協議会 

  

YCM において横浜市と作成した「ケアマネジャーの業務と役割」リーフレットについて

様々な地域のケアマネジャーより反響をいただいております。今回は県を超えて愛媛県

今治市の連絡協議会様より研修の依頼があり、開催しましたので、ご報告いたします。 

「ケアマネジャーの業務と役割」リーフレット研修 
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令和７年 9月 12日、愛媛県今治圏域介護支援専門員連絡協議会主催

の研修会が、今治市社会福祉協議会会館にて開催され、当協議会からは

加藤代表、制度対策委員会松本が対面で、横浜市からは横浜市高齢在宅

支援課田中係長、保健師田島氏が zoomで登壇しました。 

研修では横浜市と協働し作成した「ケアマネジャーの業務と役割」リ

ーフレットの活用事例やケアマネジャーや利用者、家族の意識の変化な

どについてお話をしました。後半はグループワークを行いました。 

普段、活動している環境とは全く違う環境の元、精力的に活動されて

いる皆様のお話を聞くことができ感心することばかりでした。参加者か

らは「今治市にもリーフレットを作成してほしい」「シャドウワークをす

ることが、大きなリスクでもあることを認識しないといけないと知るこ

とができた」等々の感想をいただきました。 

これからも介護保険を軸に地域を支えることをともに目指していくこ

とで研修を終えました。 

今後も地域を越えた連携が各地でできるように開かれた協議会であり

たいと思います。 
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  定期巡回・随時対応型訪問介護看護と居宅介護支援合同開催 

「人生の最終段階を在宅で支える」事例検討会 
 

日時：令和７年 11 月 21 日（金）14 時～16 時 30 分 

場所：横浜市開港記念会館会議室 

 

今回は訪問看護の立場から連携について講義、その後 

グループワークが行われました。 

 

   YCM 主催研修 

   「支援につなぐ糖尿病の正しい理解」 

 

日時：令和７年 12 月 8 日（月）14 時～16 時 30 分 

場所：横浜市開港記念会館会議室 

 

わたしの糖尿病連絡ノートの活用について実例を 

もとに講義が行われました。 

 
 

 

ザに注意しましょう！！ 

 

他にも以下の研修が開催されました 

 

【わたしの糖尿病連絡ノート】 

 

 
協賛団体のご紹介 （合計 3２団体） 
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そして来る令和８年3月 17日（火）14時～16時 30分 

横浜市開港記念会館会議室において「よこはまケアマネ未来会議」が開催され

ます！！ 

横浜市との質問会やグループワーク等を予定していますので、皆様のご参加、

お待ちしています。 

 

  3 団体（横浜市介護支援専門員協議会・横浜在宅看護協議会・ 

   横浜市訪問介護連絡協議会）共催研修 

   「させない・許さない・我慢しない STOP!ハラスメント」 

 

日時：令和８年１月 20 日（火）18 時 30 分～20 時 30 分 

場所：横浜市健康福祉センター8 階 

 

   要介護４ 認知症 寝たきり 精神疾患のある息子（閉じこもり）と二人暮らし

の事例が寸劇で行われ、その後グループワークが行われました。 

 
 

それぞれの研修開催に際しまして、企画・打合せから当日までご尽力いただい

た皆様や各団体様にこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

また、日頃の業務でご多忙の中、皆様には研修にご参加いただいたり、周知に

もご協力いただき、誠にありがとうございます。 

ありがとうございました。 

 

☆．。．*゜☆．。＊。．*゜゜☆．。＊゜☆．。．*゜☆．。＊。．*゜゜☆．。＊゜☆ 
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 入浴時の安全講座を実施 

【神奈川区の取り組み報告】 

令和７年１１月１０日に神奈川区内の訪問看護事業所が合同で、入浴時の安全講座を開

催しました。 

神奈川消防署の方を講師にお招きし、前半はヒートショックに関する講義、後半はお湯の中で意

識を失ってしまった方の救出方法等についてレクチャーいただきました。 

参加者は訪問看護師以外にもケアマネジャーや会場となった「鷺の湯」の従業員の方、総勢約３

０名の方にご参加いただきました。 

（次ページへ続く） 
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前半の講義では神奈川区消防局長より「ヒートショック」の発生状況や予防方法、横浜市で周

知をしているヒートショックに関するリーフレットに関する講義をしていただきました。 

（参考資料） 

ヒートショック告知_A4OLhenkanyou 『出典：横浜市ホームページより』 

 

 

 

 

  

後半の講義では、会場となった「鷺の湯」で実際に使用されている浴槽を利用して浴槽から引き

上げる方法等を教わりました。また、AED の使用方法についてもレクチャーがあり、実際にヒートショッ

クを起こされた方の救助を引き上げて終わりではなく、一連の流れで救急車までつなぐということが改

めて意識づけすることができた研修となりました。 

 

  

 

最後になりますが、神奈川区では今回の研修の他にも訪問看護ステーションのリハビリ職とケアマネ

ジャー、デイサービス、ホームヘルパー向けに福祉用具の選定に関する研修会を開催するなど、横のつ

ながりも大切にしています。 

 

 

港南区ケアマネ連絡会 

ふじけあ 居宅介護ステーション 

 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/kenko-iryo/kenkozukuri/sonae/heatshock_2023.files/0003_20241003.pdf
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【協賛団体募集のお知らせ】 

 

YCM では協賛団体を募集しております。 

協賛団体になっていただきますと、ホームページにバナーリンクの掲載や主催研修等にも 

ご参加いただけます。 

協賛金は年間 20,000 円です。（４月～翌年３月まで） 

 

一般社団法人横浜市介護支援専門員協議会では横浜市で活動する介護支援専門員が集ま

り、資質や社会的地位の向上を図ることを目的として、協議や研修等を行っております。 

 受け付けは令和８年４月１日より受け付け開始といたします。 

年会費は３０００円です。会員更新される方はお早めの手続きにご協力をお願いいたします。 

※自動引き落としではございません。各自でお振込みをお願いいたします。振り込み確認ができない

場合は会員資格の失効となる恐れがございますので、ご注意ください。 

←QR コードから YCM会員登録ページ（google フォーム）へ 

URL の場合    

https://forms.gle/ioaBPGK7gU5o8ghQA 

 

 

※令和８年３月中は今年度の会員受付期間中となっておりますので、ご登録とお支払いしないようにお気をつけください。 

※トラブル防止のため、入金後の返金についてはいかなる場合も致しかねますのでご了承ください。 

現在会員の方は令和８年２月～３月にかけて事務局より年会費の振り込み案内メールをお送り 

いたします。メールをご確認のうえ、年会費をお振込みいただければ更新完了となります。 

４月になってもメールが届かない場合は大変お手数をおかけいたしますが、事務局までご一報ください。 

 また、現在の登録内容に変更がある方は下記より再度新しい情報での会員登録をお願いいたします。 

  引き続き、新規お申し込みの方も下記より受け付けさせていただきます。 

 
変更ある方 

新規お申込みの方 

 

ザに注意しましょう！！ 

 

令和８年度会員募集について 

更新手続き方法 

https://forms.gle/ioaBPGK7gU5o8ghQA
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よこみち 
 

（会員コラム） 

 『令和になっても残しておきたい風景』 

 
ペンネーム：HSP 

 私が活動している神奈川区は、古くは江戸時代末期、勝海舟により神奈

川宿周辺の防衛を目的として築造された「神奈川台場」の地であり、現在で

は、区の北部は農地が一面広がり、南部の臨界エリアは高度経済成長期に

活躍した工場や倉庫群。その跡地には高層のタワーマンションが建設され、

今後もますます発展するエリアです。 

箱根駅伝でおなじみの第一京浜の入江橋交差

点。入江橋から運河に流れる入江川の船溜りです。  

埋め立てられたことで運河のような形になって

います。 

入江橋から西に行くと浜通りと呼ばれる通りがあり、その狭い通り

にはトタンの漁師小屋が建ち並んでいます。 

昔は、江戸前の新鮮な魚を握ってくれるお寿司屋が数件ありました

が、今は残っていません。 
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こちらは富士見橋より横浜方面を眺めたとこ

ろです。こちら側もバラック群が続いています。 

富士見橋を横浜方面に進むと常盤橋に行

き、子安漁港につきました。古くから江戸

前の穴子やシャコの漁で栄えていました。 

今は、２軒のみが漁師を続けています。 

２００２年まで JR 新子安駅の西側に東海道貨物高島線の新興支線が

走っていました。えびす橋から見える新興支線のガーター橋です。もう、

この橋梁には汽笛を鳴らした気動車は走っていません。  

橋梁だけが寂しく残ります。 

運河沿いを西へ進むと富士見橋があ

ります。富士見橋より鶴見方面を眺める

と、浜通りと運河の間に建つバラック群

が続いています。 

奥に聳えるのは、JR 新子安駅付近の

タワーマンションです。 
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発行・お問い合わせ先 

 

 

一般社団法人横浜市介護支援専門員協議会 

（元町ケアサービス内） 

TEL ：０４５－６４１－３７６９ 

e-mail ：ycm-socio@ycm2021-kyogikai.jp 

 

よこみちとは… 

よ（Y）こ（C）み（M）ち（team）=YCM と仲間（team）が一緒になって盛り上げて 

いきたいという気持ちから、コラムのタイトルにしました。 

１９５８年まで東神奈川駅の西側に東海道貨物高島線の瑞穂支線が走っ

ていました。左に架かっている赤錆びた橋が日本初の溶接鉄道橋の瑞穂橋

梁です。 

しかし、橋を渡ったその先は、『ノース・ドック』です。そこは米国陸軍・

海軍の港湾施設です。写真撮影はここまででした。 

 瑞穂橋梁の手前には、ドラマ「あぶない刑事」でロケ地として度々撮影され

ていた Bar が今でも営業しています。 

mailto:mailt:ycm-socio@ycm2021-kyogikai.jp

